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「-っぽい」の考察：「-っぽさ」と -ishnessの関係について＊















































































名詞　色っぽい ─さ ─さ ＊─さ ＊─さ
名詞　大人っぽい ─さ ＊大人っぽい ＊─さ ＊─さ
名詞　愚痴っぽい ＊─さ ＊愚痴っぽい ＊─さ ＊─さ
名詞　子供っぽい ─さ ─さ ─さ ＊─さ
名詞　俗っぽい ─さ ─さ ─さ ＊─さ
名詞　熱っぽい ─さ ─さ ─さ ＊─さ
名詞　埃っぽい ─さ ＊埃っぽい ─さ ＊─さ
名詞　骨っぽい ─さ ─さ ＊─さ ＊─さ
名詞　水っぽい ─さ ─さ ＊─さ ＊─さ
形容詞　青っぽい ─さ ─さ ＊─さ ＊青っぽい
形容詞　荒っぽい ─さ ─さ ＊─さ ＊─さ
形容詞　黒っぽい ＊─さ ─さ ─さ ＊─さ
形容詞　白っぽい ─さ ─さ ＊─さ ＊─さ
形容詞　安っぽい ─さ ─さ ─さ ＊─さ
形容動詞　哀れっぽい ─さ ＊─さ ─さ ＊─さ
形容動詞　気障っぽい ＊─さ ＊気障っぽい ─さ ＊─さ
動詞　飽きっぽい ─さ ─さ ＊─さ ＊─さ








































尾谷は 1）～ 4）の用法の内、 3）が新用法であると仮定する。 3）は 1）のよ
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うに物理的含有量としての物質 Xを含んでいないが、 1）から拡張した 2）
の含有量の多い属性用法からの、さらに拡張した例として捉えている。

















（13）「Xっぽい T」：［Tは Yカテゴリーの成員］ ＋［X性の顕著さ］→ Y性
の不足（e.g. 水っぽいジュース、子供っぽい大人）





























は［子供っぽい］。vs. ＊兄は［大人 _ ］、弟は［子供っぽい］。兄は［実の子
供］っぽいが、弟は［他人の子供］っぽい。vs. 兄は［実の _ ］、弟は［他人
の子供］っぽい。）（e.g. 今日の午前中は［雨が降る］っぽいが、午後から［雪
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が降る］っぽい。vs. 今日の午前中は［雨 _ ］、午後から［雪が降る］っぽい。）
（e.g. ＊? John is a ［New Yorker］ and plans to open a shop there. vs. 色々見てい
たらはずれてるコード ??っぽいのがありましたそれに当てはまる端子 ?が。 
＊it-er vs. 母の妹は50後半ですが、最近それっぽい行動をとっています。姉妹
でも、なる人、）（｢＊子供たち新聞｣ vs. でも下の子の面倒見るいい子達っぽ











「-ish」の基体の品詞 名詞 形容詞 副詞 動詞 接続詞 不明 合計
　　　　語　数 323 122 3 3 1 9 461
　　比率（％） 70 26. 4 0. 7 0. 7 0. 2 2. 0 100
「-っぽい」 の基体の品詞 名詞 形容詞 副詞 動詞 接続詞 不明 合計
　　　　語　数 15 12 0 6 0 0 33













　高橋（2009：142）では、-ishの下位範疇化素性は -ish:A, ［+｛N/A/V｝ _ ］
（e. g. bookish（学者ぶった）youngish（どちらかというと若い）snappish（犬
などが噛みつく癖のある、怒りっぽい））と捉え、日本語の「-っぽい」も「-っ













な派生語も載せられているのが原因であると考える（e.g. oldish, purplish. 
cf. ＊古っぽい、＊年寄りっぽい、＊紫（色）っぽい（ただし、新用法としては
ＯＫ））。








名詞323のうち、マイナス評価の対象となる単語数 270 （83. 6％）
名詞323のうち、プラス評価の対象となる単語数 　12 （3. 7％）
名詞323のうち、中立評価の単語数 　34 （10. 5％）
























































　これらの形容詞派生語に「 - さ」と -ness の接尾辞を付加すると、




　（20a, b, c）の内部構造はこのままではマルで囲んだ Nを c統御できない。



















































































































3．影山（1995：13）や影山（1999：11）に従って、語彙範疇 （lexical category） は名詞、
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動詞、形容詞（および形容動詞）、あるいは副詞を基に作られ、複雑な語は語彙範疇お
よび接辞で構成され、文は語彙範疇に機能範疇を加えて構成されると考える。また、
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